
関労働基準監督署  担

 
当

安全衛生課長 早川政志

電話 0575-22-3251 
 
 
 

「リスクアセスメント実務研修会」の開催について 

 
 関労働基準監督署管内の労働災害は、平成 22 年は全産業で 292 人（休業 4日

以上）と平成 21 年の 240 人から 52 人（＋21.7％）の大幅な増加となりました。 

 業種別に見ると、製造業において平成 22 年は 145 人となり、平成 21 年の 104

人から 41 人（＋39.4％）と特に大きな増加となっています。 

 こうした労働災害の発生を防止するため、関労働基準監督署では今年度「リ

スクアセスメントの普及促進」を最重点課題として取り組んでいます。 

 リスクアセスメントは、職場の潜在的な危険性・有害性を見つけ出し、これ

を除去、低減して労働災害を未然に防ぐための手法であり、平成 18 年４月１日

以降、この実施が事業主の努力義務となっています。 

 こうした中で、この度、「関市プレス安全対策研究会」が下記により標記研修

会を開催することとなりました。 

 同研究会は、主に関市のプレス機械を使用する製造業者を中心に構成され労

働災害防止を主眼として活動している団体であり、今回の研修会は当署の指導

の下、リスクアセスメントの導入やその水準向上を促すためのものとして企画

されました。 

 同研究会の協力を得て、実際のプレス作業現場における実践的な研修を行う

ものであり、会員事業場の安全衛生担当者等 20 人以上が参加する予定です。 

 

記 

 

 １ 日時 平成 23 年５月 20 日（金）午後１時から５時まで 

 

 ２ 場所 関市円保通２－１－１   

      中央工機株式会社会議室及びプレス作業現場 

 

 ３ 内容  

   （１）関労働基準監督署長あいさつ 

   （２）リスクアセスメントのすすめ方・実践編 

       講師 山田労働安全コンサルタント事務所 

           所長 山田 弘二氏 

厚生労働省岐阜労働局 
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